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1. はじめに 

 液晶ディスプレイの性能は、液晶と配向膜の界面における液晶分子の配向に大きく左右される。アンカ

リングエネルギーは、配向規制力の強さを表す指標であり、界面の配向特性を評価するパラメータの 1 つ

として広く知られている。本研究では、光配向膜の方位角および極角アンカリングエネルギーの UV 照射

強度依存性を評価することを目的とした。 

 

2. 実験結果 

方位角アンカリングエネルギーは、改良トルクバランス法 1)により評価を行った。右捩れ 90°TNセルを

評価試料として作製した。極角アンカリングエネルギーの測定試料としては、ホモジニアス配向セルを作

製した。用いたネマティック液晶（MLC-14100-000, Merck)は等方相でセルに注入した。TN セルの実際の配

向捻じれ角は、分光エリプソメーター(M-150、日本分光)を用い、0°と 45°の 2 入射による多入射分光フ

ィッティング法 2)によって解析した。極角アンカリングエネルギーは SOITE 法 3)によって算出した。エリ

プソメーター(Beaglehole)を用い、セルへの入射角は±45°とした。Fig.1は、多入射分光フィッティング法

での測定結果の一例である。実線は連続体理論に基づく配向計算から求めた位相差Δと振幅比角Ψのフッ

ティングであるが、実験結果と良い一致を示している。Fig.2は求められた方位角アンカリングエネルギー

である。 

          

Fig.1 方位角アンカリングフィッティング 例  Fig.2 方位角アンカリングエネルギー 
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